




神奈川みどり計画（平成18（2006）年3月策定）、
鎌倉市緑の基本計画（平成8（1996）年4月、平成
23（2011）年9月改訂）では、歴史的風土特別保
存地区の指定拡大の方向性を示しています。

本市の豊かな歴史的風土は、古都保存法によって、
歴史的遺産と背後の自然的環境が一体となって保
存され、世界に誇れるものとなっています。

● 歴史的風土特別保存地区の指定拡大

● 歴史的遺産と一体的に構成される山稜部の管理・保全

施策を取り巻く状況

～歴史的遺産と一体となった自然的環境の保存を推進します～

歴史的風土の保存
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❶歴史的風土特別保存地区の指定拡大
　歴史的風土保存区域内の枢要な地域の恒久的保存措置に努めます。

❷歴史的遺産と一体的に構成される山稜部の保存管理
　歴史的遺産と一体的に構成される山稜部について、関係機関等と連携・調整を図り、保存管理に努めます。

目標とすべきまちの姿

主な取組

台峯からの眺望（歴史的風土特別保存地区の風景）



これまでにも、史跡の公有地化や整備に取り組ん
でいます。

本市は、三方を山に囲まれ、一方を海に開く地形
的な特徴を有しており、谷戸や海浜などに鶴岡八
幡宮境内や北条氏常盤亭跡、和賀江嶋など31箇
所の国指定史跡があり、県指定、市指定を含め市
内に42箇所の史跡があります。

● 史跡の公有地化

● 新たな国指定史跡の指定

● 史跡の保存

施策を取り巻く状況

～鎌倉の貴重な歴史的遺産を守ります～

史跡の指定、保存・管理、
整備及び活用
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❶史跡の公有地化
　国指定史跡である永福寺跡、鶴岡八幡宮境内（御谷地区）、北条氏常盤亭跡及び東勝寺跡等の保全を図るため、
必要に応じて公有地化を進めます。

❷新たな史跡の指定
　歴史的・学術的に重要な遺産について、新たに国指定史跡等の指定に向けた検討、準備を進めます。

❸史跡の管理、整備及び活用
　国指定史跡の適切な保存管理を図るため、保存管理計画の策定を進めます。国指定史跡の整備・活用に向け
て検討を進めるとともに、維持管理に努めます。

❹史跡永福寺跡の環境整備
　史跡永福寺跡については環境整備事業を進め、将来、史跡（歴史）公園として整備・活用を図ります。

目標とすべきまちの姿

主な取組

北条氏常盤亭跡 永福寺跡整備状況(平成25年夏）



埋蔵文化財包蔵地内※1における住宅の建替え・工
事等により地中の埋蔵文化財が失われる場合には、
発掘調査を実施し記録の保存を行っています。

中世の政治の中心地であった本市には、有形・無
形文化財、民俗文化財、記念物などの多くの文化
財が存在します。

本市は、旧市街地を中心に中世の遺跡が多く残る
全国でも珍しい地域であり、市域の6割以上が埋
蔵文化財包蔵地となっています。

施策を取り巻く状況

～文化財を保存・継承します～

文化財の保存、調査・研究、
情報の充実
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❶文化財の保護・継承体制の強化
（１）文化財の保護を図るため、出土品、民俗資料及び中世鎌倉を中心とした鎌倉の歴史資料の整理・保管を継

続するとともに、文化財の指定・登録等を推進します。
（２）発掘調査研究、文化財の保存修理及び市民等との協働による史跡の適切な維持管理等の推進により、文化

財保護の取組を進めます。
（３）鎌倉国宝館の文化財保護施設としての活動・機能の充実を図り、文化財の保護・継承に努めます。

❷発掘調査体制の強化
　埋蔵文化財の包蔵地が市域の6割以上という本市の特殊事情を踏まえ、発掘調査・研究体制の強化・充実を
図り、本市の特殊事情にあった手法による発掘調査を実施します。

❸文化財に関する情報発信
（１）鎌倉の歴史資料等の公開及び学習の場となり、新たな文化的発信拠点となる施設の整備を推進します。
（２）鎌倉国宝館において、保管する文化財を一般公開するとともに、研究成果の公開の場として講座を開催す

るなど、公立博物館として生涯学習事業・学校教育事業を支援します。

❹伝統芸能の保存・継承
　伝統芸能を保存・継承するため、後継者の育成や資料の保存を図ります。

目標とすべきまちの姿

主な取組



鎌倉芸術館をはじめ文化施設は設備等の老朽化が
著しく、今後、多額な修繕費を要します。

若い世代による新たな発想による文化活動の試み
が始められています。

「劇場、音楽堂等の活性化に関する法律」が平成
24（2012）年6月に施行され、実演芸術の振興が
求められています。

価値観やライフスタイルの多様化が進むなかで、
市民の自主的で創造的な文化活動が活発になって
います。

本市は先人から引き継がれた貴重な歴史や文化と
ともに、進取の気性に富んだ感性豊かな市民に恵
まれています。

近代鎌倉の風土が生み出した本市ゆかりの文学や
絵画などの作品が多くあります。

施策を取り巻く状況

～伝統、新たな文化の創造発信のため、文化活動の振興を推し進めます～

文化活動の支援・推進

● 鎌倉市文化推進プラン21に基づいた歴史と文化の総合的な活動の推進

● 鎌倉市公共施設再編計画基本方針に基づく文化施設全体のあり方の検討

市民文化祭の様子



❶文化活動の条件整備
　市民が身近な場所で、実演芸術の鑑賞や、気軽に文化活動へ参加できるよう、機会や場の提供、情報の充実
を図ります。

❷文化施設の整備
　鎌倉市公共施設再編計画基本方針に基づき、文化施設の整備や修繕を進めます。

❸文化活動の推進
（１）鎌倉市文化推進プラン21に基づき、歴史的遺産や文化資源を活用して、来訪者にも歴史と文化が生きる

鎌倉を発信します。
（２）歴史文化を包括した文化施設等の活用を進めるとともに、市民・事業者・NPO等との連携を図りながら、

本市は市民の力を結集することで、市民の文化・芸術活動を推進します。
（３）若い世代が行う多様な文化活動の支援を進めます。

目標とすべきまちの姿

主な取組

鎌倉市ゆめひかる文化芸術子ども表彰 ようこそ先達事業




